
 

 

～機関評価～ 

～機関評価～「統合生命医科学研究センターアドバイザリー･カウンシル」 

（第１回：平成 26 年 5 月 27 日（火）～29 日（木）実施／委員会形式） 

（報告書の概要） 

・IMS の全体的な研究の質は非常に高い。統合前の CGM と RCAI の際立った研究成果が IMS に

引き継がれている。IMS としての客観的な評価は尚早である。 

 

・いくつかの新しい技術開発が見られる。しかし、恐らく予算的な制約により、集中化或い

は重点化されていないようである。小原博士は、一細胞分析基盤の構築を進めている。疾患

多様性医科学研究部門は、自動 SNP 分析システムを発展させている。 

 

・旧 RCAI が創設した Young Chief Investigator (YCI) Program については、YCI の成功を

促すため、その予算を増すことを提言する。また、本制度をセンター全体に広げるべきであ

る。 

 

・旧 CGM と旧 RCAI の PI 間における学際的研究を促進するプロジェクトが適切に組まれてい

る。2 つの旧センターが融合したセンターとしての成功度を測る客観的指標になるので、こ

れらの連携が実りあるものになることは、新たな IMS にとって重要である。 

 

・センター発足以来、小安博士は、旧 CGM と旧 RCAI を IMS として融合させることに並々なら

ぬ尽力をしている。しかしながら、小安博士がセンター長代行であることは、小安博士の将

来あるいはセンターの将来にとっても受け入れられることではない。 

 

・IMS は、既に実績のある旧 CGM と旧 RCAI が統合されたものであり、現在も、高い研究水準

が維持されている。 

 

・今後の研究計画は興味深く、挑戦的である。現時点では、意欲的すぎるかもしれず、成功

に向けて精緻化して行く必要がある。 

 

・RCAI が始めた国際サマープログラム（RISP）が IMS に引き継がれたことは喜ばしいことで

ある。IMS は、まだ十分に認知されていないので、国際的知名度を上げるために重要である。

 

・IMS は、全体の僅か 6％にすぎない事務担当アシスタントで、効率的に運営されている。運

営費交付金予算は、55%が研究費に、45%が人件費に充てられており、適切である。 

 

・旧 RCAI はとても確立した人材流動システムを持っていたが、旧 CGM でどのように運営され、

これが IMS においてどのようにされるのかが不明確だった。 

 



 

 

・内外との連携活動、国際化を含めた連携促進については、IMS はかなり成功している。 
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